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新
刊
紹
介

大
西
康
雄
編
『
中
国
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
関

係
の
新
展
開̶

相
互

投
資
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
時

代
へ
』

大
西
康
雄

アジア経済研究所
2006 年

本
書
は
、
当
研
究
所
の
重
点
研
究
「
ア

ジ
ア
域
内
経
済
関
係
展
望
研
究
」
の
一
環

と
し
て
二
年
間
（
二
○
○
三
〜
○
四
年

度
）
実
施
さ
れ
た
「
中
国
＝
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
貿
易
投
資
・
経
済
協
力
関
係
」

研
究
会
の
最
終
成
果
で
あ
る
。
同
重
点
研

究
は
、
中
国
経
済
の
台
頭
に
伴
っ
て
東
ア

ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
の
域
内
経
済
関
係
が
新

し
い
展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
改
め
て
そ
の
現
状
を
把
握
し
、
将
来

を
展
望
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
研
究
会
の
他
に
「
中
国
＝
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
貿
易
投
資
・
経
済
協
力
関

係
」、「
ア
ジ
ア
の
二
輪
車
産
業
」、「
東
ア

ジ
ア
Ｉ
Ｔ
製
造
業
の
国
際
分
業
」
の
計
四

研
究
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
二
者
で
国
別

研
究
を
、
後
二
者
で
は
産
業
別
研
究
を
主

眼
と
し
て
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
本
書

は
、
そ
の
成
果
第
一
号
と
い
う
こ
と
に
な

る
。さ

て
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
す
る

と
、
近
年
の
東
ア
ジ
ア
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
）
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
ブ
ー
ム
は
格
好
の
研

究
素
材
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
急
成

長
す
る
中
国
を
軸
と
し
た
域
内
経
済
関
係

の
深
化
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
確
実
な
経
済

的
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
各
国
の
思
惑
が

あ
る
。
従
来
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
関
係
の

研
究
と
い
う
と
、
域
内
に
お
け
る
貿
易
実

態
の
分
析
や
先
進
国
多
国
籍
企
業
の
活
動

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
、

こ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ

も
、
あ
く
ま
で
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
視

点
か
ら
域
内
経
済
関
係
の
実
態
を
多
面
的

に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
な
ぜ
な

ら
、
現
在
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
ブ
ー
ム
の
主
要
ア
ク

タ
ー
は
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
あ
り
、
彼

ら
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
に
邁
進
し
て
い
る
背
景

と
動
機
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

域
内
経
済
関
係
の
今
後
を
展
望
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

研
究
会
で
は
、
研
究
所
内
外
の
地
域
研

究
者
を
集
中
し
て
研
究
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
を

広
げ
、
各
自
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
最
新
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
体
制
を

組
ん
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
要
国
の
中
で
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
欠
く
が
、
後
発
加
盟
国

で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
は
、
域
内
経
済
関
係
を
概
観
し
た

第
Ⅰ
部
、
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
企
業
の
相

互
投
資
と
貿
易
へ
の
影
響
を
分
析
し
た
第

Ⅱ
部
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
中
国
製
品

の
流
入
・
流
通
に
焦
点
を
当
て
た
第
Ⅲ
部
、

の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
第
一
章
「
深
化
す
る
中
国
・
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
関
係
」（
大
西
康
雄
）
で
は
、

全
体
の
問
題
設
定
を
示
し
た
上
で
各
章
の

論
点
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
二
章
「
国
際

貿
易
に
お
け
る
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
競

合
と
協
調
」（
石
田
正
美
）
は
、
貿
易
統

計
に
基
づ
い
て
国
際
貿
易
に
お
け
る
両
者

の
関
係
と
そ
の
推
移
を
相
手
国
別
、
品
目

別
に
詳
細
に
分
析
し
て
お
り
、
他
章
の
個

別
分
析
に
対
し
全
体
的
見
取
図
を
示
す
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
第
三
章
「
韓
中
間
の
貿
易
・
投

資
関
係
」（
奥
田
聡
）
は
、
韓
国
の
対
中

投
資
が
産
業
内
分
業
関
係
の
深
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
点
を
実
証
的
に
分
析
し
、
日

本
と
同
様
に
「
産
業
空
洞
化
」
が
問
題
と

さ
れ
る
段
階
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
四
章
「
タ
イ
・
中
国
企
業
の
海
外
投

資
」（
東
茂
樹
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
的
企
業
の
投
資
事
例
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
両
者
の
関
係
は
い
ま
だ
貿
易
と
投
資

が
連
動
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
こ
う
し
た
変
化
を
加
速
す
る
と

予
測
し
て
い
る
。
第
五
章
「
マ
レ
ー
シ
ア

と
中
国
の
貿
易
と
直
接
投
資
」（
黄

）

で
は
、
両
国
間
で
家
電
、
電
子
機
器
な
ど

を
中
心
に
産
業
内
貿
易
が
増
加
し
て
お
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
側
の
投
資
が
積
極
化
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
第
六
章
「
中

国
企
業
の
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
投
資
」（
大
西

康
雄
）
で
は
、
中
国
企
業
の
海
外
投
資
と

政
府
の
投
資
促
進
政
策
の
実
態
を
整
理
し
、

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

投
資
の
事
例
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

第
Ⅲ
部
第
七
章
「
タ
イ
の
家
電
市
場
と

中
国
製
品
流
入
の
影
響
」（
遠
藤
元
）
は
、

同
国
に
お
け
る
中
国
家
電
製
品
の
流
通
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
流
通
業
界
全
体
の

変
化
の
中
で
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。

第
八
章
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
中
国

製
品
の
流
入
と
国
内
経
済
へ
の
影
響
」（
松

井
和
久
）
で
は
、
繊
維
、
靴
、
家
電
産
業

の
事
例
研
究
を
行
い
、
必
要
な
の
は
保
護

政
策
で
は
な
く
競
争
力
強
化
政
策
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。
第
九
章
「
ベ
ト
ナ
ム
の
テ

レ
ビ
製
造
業
と
Ｔ
Ｃ
Ｌ
の
挑
戦
」（
丸
川

知
雄
）
は
、
企
業
事
例
研
究
を
中
心
に
同

国
の
テ
レ
ビ
製
造
業
の
実
態
分
析
と
展
望

を
行
っ
て
い
る
。
第
一
○
章
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
対
中
経
済
関
係
と
中
国
製
品
の
流

通
」（
福
島
光
丘
）
は
、
中
国
製
品
は
ロ

ー
エ
ン
ド
市
場
を
中
心
と
し
た
流
通
に
留

ま
っ
て
お
り
、
中
国
市
場
の
重
要
性
が
高

ま
る
中
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
前
進
し
た
経
緯

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の
経
済
関
係
は
、

相
互
の
国
内
市
場
に
お
け
る
相
手
国
製
品

の
本
格
的
流
入
・
流
通
や
現
地
生
産
が
始

ま
る
段
階
に
達
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
影

響
に
つ
い
て
は
総
じ
て
肯
定
的
評
価
を
下

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、
本
書

が
当
初
の
ね
ら
い
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
た
か

は
、
読
者
の
判
断
を
待
つ
し
か
な
い
。
ご

意
見
、
ご
批
判
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

（
お 

お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


